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５．経済的支援活動の推進 

 不安定な収入や引きこもり等で経済的に困っている人が生活意欲を取り戻せるよう、一時的な

資金の貸付と生活相談や就労相談を行いました。 

また、火災や自然災害等で被災した世帯への当面の生活確保に必要な支援体制を整え、経済的

支援活動の推進に努めました。 

 

（1）生活困窮者等自立支援事業 

 経済的に困っている人からの相談に応じ、継続的な生活支援や就労支援等を行い、関係機関と

連携しながら経済的自立・社会的自立の促進を図りました。 

 （長野県社会福祉協議会が大町市総合福祉センター内で実施） 

項  目 実施内容・結果 

自立相談支援事業 

○ 開設日数        243日（年末年始・祝日を除く月～金曜日）

○ 新規相談者数      95人 

○ 自立支援プラン作成人数 46人 

○ 自立支援調整会議を開催（毎月1回及び随時） 

◆ 参集対象 県・市福祉事務所、ハローワーク、その他関係機関 

◆ 内  容 自立支援プランの適否の協議、プラン終結評価等 

○ 市町村福祉課及びまいさぽ出張所（各町村社協）との定期連絡会を開催

（毎月1回） 

○ 各市町村民生児童委員にパンフレットを配布（2月） 

○ 中信地域若者自立支援ネットワーク会議に出席 

（7／26、8／31、10／27、1／31、2／1） 

大北地域連絡会と

の連携 

○ 関係機関との連携による支援ネットワークを構築  

◆ 生活就労センター大北地域連絡会に出席（7／22） 

 

● 実績数値の推移 

年  度 H24 H25 H26※ H27 H28 

新規相談者数（人） — — 105 106 95

自立支援プラン（人） — — 19 53 46

※ Ｈ26 はモデル事業 

 

● 市町村別・年代別相談者数                       （単位：人） 

年代 大町市 池田町 松川村 白馬村 小谷村 不明 合計 

～20 代 1 0 0 1 0 0 2

20 代 2 0 2 2 1 0 7

30 代 7 0 2 4 0 0 13

40 代 12 4 4 2 1 1 24

50 代 8 3 2 1 4 0 18

60～64 歳 0 3 4 0 0 0 7

65 歳以上 11 0 4 2 0 1 18

不明 3 0 1 1 1 0 6

合計 44 10 19 13 7 2 95

 

【評価と展望】 

○ 税務課収納係などを通じての相談が増加しており、隠れた傾向として銀行カードによる多

重債務者の存在がある。納税相談と家計相談、就労支援をセットで支援していく 

○ 市町村福祉課、まいさぽ出張所との定期連絡会開催が連携強化につながってきている。 



（2）資金貸付事業（小口資金・生活福祉資金） 

 低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯等に対し、経済的自立と生活意欲の助長を図るため、

各種資金の貸付と生活相談を実施しました。 

項  目 実施内容・結果 

関係機関と連携し

た自立支援の推進 

○ 貸付相談の内容に応じ、まいさぽ大町、行政やハローワーク等関係機関

と連携 

定期的な訪問によ

る償還指導 

○ 小口資金の借受人宅訪問や電話等による償還指導を実施 

○ 県社協と連携し、生活福祉資金の長期滞納者を訪問し、償還指導を実施

償還依頼通知発送 ○ 小口資金貸付金の償還依頼通知を年2回発送 

滞納整理、返済不能

貸付金の欠損処分

等 

○ 小口資金延滞利子免除対象者の生活状況等調査を実施 

○ 生活福祉資金長期滞納者の生活状況等を調査し、県社協に提出 

◆ 償還免除 3件 

 

● 生活福祉資金貸付状況（平成 28 年度中） 

資金種別 
貸付申請 貸付決定 年度末貸付金残高 完済

件数件数 金額(円) 件数 金額(円) 件数 金額(円) 

小口資金（大町市社協） 9 412,900 9 412,900 22 1,566,196 7

生
活
福
祉
資
金

（
県
社
協
） 

総合支援資金  6 2,111,339 2

緊急小口資金  8 658,307 2

教育支援資金 1 473,000 1 473,000 22 6,774,827 4

福祉資金  10 10,060,225 0

合 計 1 473,000 1 473,000 46 19,604,698 8

※年度末貸付金残高には利子・延滞利子を含む。 

※完済件数には欠損処分及び延滞利子減免件数を含む 

※離職者支援資金は総合支援資金に含む 

 

● 貸付決定件数の推移        （単位：件） 

年  度 H24 H25 H26 H27 H28 

小口資金 4 4 8 13 9

生活福祉資金 3 4 4 5 1

 

● 年度末貸付金残高（元金）の推移      （単位：円） 

年  度 H24 H25 H26 H27 H28 

小口資金 1,422,000 1,338,500 1,251,500 1,200,204 1,023,400

生活福祉資金 15,055,526 15,705,578 15,951,128 15,020,880 14,297,782

 

【評価と展望】 

○ ライフラインの復旧等緊急かつ少額の相談が多く、小口資金の貸付が増えた。また、生活

福祉資金では、就学資金の相談を受けて県社協に申請し、決定となった。 

○ 滞納者への償還指導は、生活福祉資金では、小口資金に比べると、訪問しても不在が多い。

滞納が長期化する前の償還指導を実施していく。 

○ 今年度で生活福祉資金相談体制整備事業補助金が終了する。貸付相談や償還指導の業務は

今後も増加すると思われるため、当面は現行の体制を維持するが、財源不足解消に向けた

対応を検討していく。 

○ 県社協やまいさぽ等関係機関との連携を強化し、相談支援体制を整えていく。 

 

  



（３）災害見舞金等支給事業 

今年度、被災した市民または遺族に対する救護物資や各種見舞金の支給はありませんでした。 

項  目 実施結果・内容 

援護物資（寝具）の

支給（市民） 

○ 被災者からの要請による寝具一式支給  実績なし 

災害見舞金の支給 

（社協会員のみ） 

○ 被災状況に応じた災害見舞金の支給   実績なし 

県共同募金災害援

護金の支給 

○ 被災状況に応じた災害援護金の支給   実績なし 

県社協交通・災害遺

児見舞金の支給 

○ 交通・災害事故の遺児見舞金の支給   実績なし 

 

● 災害見舞金等支給実績の推移（大町市社協予算で支給したもののみ計上） 

年  度 H24 H25 H26 H27 H28 

寝具支給数（組） 18 0 5 4 0

見舞金支給数（世帯） 5 0 72 2 0

見舞金支給額（円） 43,000 0 230,000 13,000 0

 

【評価と展望】 

○ 県社協の交通・災害遺児見舞金は市子育て支援課及び市教育委員会に依頼し、事業内容の

周知を図った。 

○ 今年度の支給実績はなかったが、災害の発生に備えて、引き続き行政と連携し、迅速かつ

適切に対応できる態勢を整える。 

 

災害時連携研修会（11/12 常盤公民館） 



Ⅳ 受け継がれるまちづくり 

 地域福祉活動を継続的に展開するため、住民の福祉意識の高揚と担い手の育成に努めました。 

 

１．地域における福祉意識の啓発 

 広報紙等による福祉情報の発信や社会福祉功労者の表彰、市民からの福祉啓発標語の募集を通

して、地域福祉の意識啓発に努めました。 

 

（１）福祉情報発信事業 

 広報紙やホームページを活用し、タイムリーな情報発信に努めました。 

項  目 実施内容・結果 

広報紙「社協おおま

ち」の発行 

○ 地域の住民活動に焦点をあてた記事を中心に掲載 

 ◆ 年6回（偶数月１日）発行 （全戸配布9600部 詳細別記） 

ホームページの充

実と活用 

○ 各広報紙のほか、各種講座の募集やお知らせなど、タイムリーな記事を

掲載 

 

●広報紙「社協おおまち」の発行内容 

号数 発行日 主な内容 

181 号 4 月 1 日 
宮本悠々元気塾 10 周年（表紙）/Ｈ28 事業計画・予算/平成 27 年度

大町市ボランティア交流研究集会報告/社協出前講座の紹介 

182 号 6 月 1 日 
高根町で始まった体操教室（表紙）/あなたの町の体操教室/いこいの

家コンサート/北アルプス成年後見支援センター開所 

183 号 8 月 1 日 
いこいの家七夕コンサート（表紙）/Ｈ27 事業・決算報告/地域の雪か

き支援について/お出掛けボランティア講座の開催 

184 号 10 月 1 日 
平西原でのカラオケ会（表紙）/住民参加型在宅福祉サービスを考えよ

う/井戸端会議開催のお知らせ/社協の訪問入浴サービス 

185 号 12 月 1 日 
宮田町にこにこサロンでお買い物（表紙）/地域福祉計画・活動計画住

民意識調査結果報告/社協会費お礼 

186 号 2 月 1 日 
安心くらしのもちもちサービス（表紙）/井戸端会議開催報告/地域の

雪かき支援取り組み紹介 

 

【評価と展望】 

○ 広報紙については、地域の活動やタイムリーな記事の掲載に努めた。 

○ 次年度から総合事業がスタートすることもあり、地域の状況が変化していくことが予想さ

れる。今後も地域の課題や活動を中心に情報発信していく。 

○ よりタイムリーな情報提供手段として、ホームページのほか、ＳＮＳなどの情報発信手段

について検討していく。 

 

  



（２）地域福祉意識啓発事業 

 社会福祉功労者の表彰や福祉啓発標語の募集を通して、地域住民の福祉意識の啓発に努めた。 

項  目 実施結果・内容 

社会福祉功労者表

彰 

○ 大町市社会福祉大会において、社会福祉功労者の表彰と多額金品寄附者

への感謝状贈呈を実施（1月29日） 

福祉啓発標語の募

集 

○ 市内各校及びボランティアニュースで啓発標語の募集を行い、選考委員

会で入選作品を選考 

 ◆ 募集時期 10～12月 

◆ 募集部門 小学校低学年、小学校高学年、中学校、高等学校、一般 

◆ 応募総数 611点 

◆ 選考結果 入選作品31点（最優秀4、優秀8、佳作19） 

○ 大町市社会福祉大会で最優秀賞の表彰を実施 

○ 入選作品をイベントや市総合福祉センター内で展示、ボランティアニュ

ースや各種会議資料に掲載 

 

● 表彰者数（個人 25 人、団体 5 団体） 

区  分 表彰基準 表彰者数 

表 彰 

本会役員 2 人 

保護司 1 人 

社会福祉事業団体役員 2 人 

民生児童委員 19 人 

優良活動団体 ３団体 

感謝状 
多額金品寄附（個人） 1 人 

多額金品寄附（団体） 2 団体 

 

● 福祉啓発標語応募点数の推移                       （単位：点） 

年  度 H24 H25 H26 H27 Ｈ28 

小学校低学年 26 153 125 95 116

小学校高学年 91 241 169 248 145

中 学 校 48 15 0 434 323

高 等 学 校 88 98 0 20 23

一   般 6 6 6 6 4

合  計 259 513 300 803 611

 

【評価と展望】 

○ 標語の入選作品を総合福祉センター内で展示したほか、ボランティアニュースや会議資料

に掲載することにより、広く地域住民に周知を図った。 

○ 今後も幅広い年代が福祉に関心を持っていただける取り組みとして継続していく。 

 

  

平成 28 年度 福祉啓発標語 優秀作品 

ご近所さん 助け合って みな元気 

（大町仁科台中学校１年 宮本紗希さん） 



２．地域の担い手育成 

 地域住民や子どもたちへの福祉教育の推進と、地域の助け合い活動につなげるための担い手育成

に努めました。 

 

（１） 福祉教育推進事業 

地域や小中高等学校での出前福祉体験講座と相談支援活動を行った。 

項  目 実施結果・内容 

福祉教育推進事業 

○ 社協事業を掲載した冊子を市内小中高校に配布し、事業説明と情報交換

を実施 

○ 高齢者疑似体験、車いす体験、手話学習、点字学習、アイマスク体験  

 等の出前講座を実施 

 ◆ 5小学校（延べ14回）、2中学校（延べ4回）、1高校（延べ15回）

○ 物づくり指導、レクレーション指導、ボランティアセンター業務紹介等

の出前講座を実施 

◆ 延べ7回（小地域福祉ネットワーク等） 

 

【評価と展望】 

○ 地域や各小中高等学校に出向き、福祉体験講座を実施することで、きめ細やかな要望への

対応や、地域の方との対話や連携の場につながった。 

○ 今後も地域や学校への出前体験講座を通して、福祉教育の推進と啓発に努めていく。 

 

（２）地域福祉活動担い手育成事業 

項  目 実施結果・内容 

ボランティア講座

の開催 

○ ボランティアリーダー研修会を開催 

開催日  2月24日（金） 

場 所 大町市総合福祉センター 

参加者 ４３人 

内 容 「牛乳パックでゲーム」 

    講師 レクレーションインストラクター 種山正子氏 

有償ボランティア

サービスの実施（安

心くらしのもちも

ちサービス） 

○ 有償ボランティアの仕組みづくりにあたり、市内生活支援実施事業所に

声をかけ、大町市の在宅有償生活支援サービスを考える会を開催（２回）

開催日 ４月２５日 ※第１回 ３月15日 

参加者 シルバー人材センター、JA大北、市地域包括支援センター 

○ 先進地視察を実施 

実施日 ５月２日 

視察先 岡谷市社協「有償在宅福祉サービス事業家事援助サービス」 

諏訪市社協「安心くらしのオレンジサービス」 

○ モデル地区を指定（１０月１日より開始） 

指定地区 大新田町（大新田町ネットワークこだま） 

指定経緯 独自に有償ボランティアによる生活支援の仕組みづくりを検

討しており、その検討会に社協も参加していた。コーディネー

トを誰がやるか等の課題もあり、モデル地区について提案。市

内初の試みでもあり、試験的に有償ボランティアを実施する

こととした 

検討会  6/28、7/22、8/19の全３回開催 

 



○ 事業の周知も兼ねた大新田町協力会員養成講座を開催 

 開講日 ９月１７日 

 参加者 ２４名 

 内 容 ◆ 認知症について ～予防と気づき～ 

      講師：市地域包括支援センター 諸角保健師 

     ◆ お宅に訪問するときのポイント 

      講師：訪問介護事業所 北澤ヘルパー 

     ◆ もちもちサービス内容説明 

      講師：地域福祉係 丸山 

○ 11～4月までの計６回、毎月第一金曜日を定例会議の日とし、大新田町

住民ともちもちサービスについて検討する定例もちもち会議を開催 

○ 市内ケアマネージャーを対象とした研修会において事業の広報を実施 

 研修会 実践力強化研修会（主催：市地域包括支援センター） 

 実施日 １0月２５日 

○ 次年度以降の全市的実施を見据えた協力会員養成講座を開催 

 開催日 3月10日 

 会 場 大町市総合福祉センター 

 参加者 約60名 

 内 容 ◆ 高齢者のメンタルヘルス ～軽度認知障害について～ 

      講師：メンタルケアセンターあづみ副所長 高橋 妙子 氏 

 

【評価と展望】 

○ 有償ボランティア（もちもちサービス）については、モデル地区での実施状況を踏まえ、

更に内容を見直し、次年度には全市対象とした仕組みとしていく。事業が浸透して多くの

ニーズが寄せられるまでにはしばらく時間がかかることが想定されるが、大町市にもこの

仕組みがあるということが重要である。 

○ 今後は行政事業の「生活支援員派遣事業」はもとより、市内民間企業を含めた事業所で実

施されている生活支援サービスとの連携を図っていくことが重要である。 

○ 県社協が事務局を担っている住民参加型在宅福祉サービス事業所のネットワーク組織「信

州くらしの支え合いネットワーク」に加入し、県内の事業所とのネットワークを構築する。

  

有償ボランティアサービスで障子の張り替え作業をする協力会員（1/10 大新田町） 



３．地域福祉活動団体の育成 

市内で活動中の福祉団体に対する相談支援や助成金の交付を通して、各団体の育成を図りま

した。 

 

（１）小地域福祉ネットワーク活動推進事業 

 項  目 実施内容・結果 

新規ネットワーク

助成事業 

○ 新規設立ネットワークへの助成：申請なし 

○ 既存ネットワークへの助成：会費財源のネットワーク支援事業助成金を

地区社協に交付（各ネットワークには各地区社協から交付） 

 

【評価と展望】 

○ 既存の地域団体も活動が困難となっている中、新規ネットワークの立上げは難しい現状が

ある。 

○ 地域のニーズを探る中で、ネットワーク活動だけではなく、ニーズを解決する取り組みを

支援し、ネットワーク活動につなげるコーディネートが重要と感じる。 

 

（２）地域福祉活動団体育成事業 

 項  目 実施内容・結果 

福祉団体等の活動

への助成 

○ 地区社協・福祉団体等が行う活動に対し、社協会費・共同募金配分金を

財源に助成金を交付（4月申請受け付け、5月交付決定、6月交付終了）

 ◆ ６地区社協    2,260,100円 

 ◆ 福祉団体10団体  285,000円 

新たな公募助成の

仕組みづくり 

○ 共同募金委員会事務局で新たな公募配分事業を検討する「公募を考える

ワーキンググループ」を組織し、検討 

 ◆ 12月1日/2月14日 計２回開催 

ボランティア活動

への助成 

○ ボランティア団体が行う活動に対し、５万円を限度に助成金を交付 

◆ 16団体 511,200円 

ボランティア活動

保険掛金助成 

○ ボランティア活動保険掛金の一部（140円/人）を助成 

◆ Ａプラン 197,400円 Ｂプラン 60,480円 

 

●地区社協助成金交付実績 （社協会費財源）                 （単位：円） 

地区名 地域交流事業 啓発活動事業
災害時支え合

い活動事業 

ネットワーク

支援事業 
合計 

大町 192,000 60,000 0 683,900 935,900

平 100,000 100,000 0 167,500 367,500

常盤 167,000 0 0 180,000 347,000

社 167,000 0 0 169,700 336,700

八坂 60,000 10,000 0 50,000 120,000

美麻 123,000 0 0 30,000 153,000

合計 809,000 170,000 0 1,281,100 2,260,100

 

  



●福祉団体助成金交付実績（共同募金財源）                  （単位：円） 

共同募金活動区分 団体名 助成額 

老人福祉活動 大町市老人クラブ連合会 50,000

障害児・者福祉活動 
大町市身体障害者福祉協会 35,000

大町市手をつなぐ育成会 30,000

児童・青少年福祉活動 大町市子ども会育成連絡協議会 50,000

福祉育成・援助・組織化活動 

大町市民生児童委員協議会 55,000

大町市保護司会 25,000

大町市遺族会 30,000

大町市更生保護女性会 10,000

合計 285,000

 

● ボランティア活動団体助成金交付実績（社協会費財源）     （単位：円） 

団体名 事業内容 助成額 

アースデイおおまち 地域貢献活動（子ども支援） 50,000

安曇養護学校大町地区ＰＴＡ 地域貢献活動（施設花植え等） 30,000

おさんぽの会「まつぼっくり」 地域貢献活動（子育て支援） 50,000

大町市婦人会 地域貢献活動（古紙回収等） 4,800

大町市朗読グループかっこう 福祉教育啓発活動（朗読図書作成等） 10,400

大町点訳ほたるの会 福祉教育啓発活動（広報紙の点訳） 20,000

シニア大学常盤地区同窓会睦会 地域貢献活動（駅前草刈活動等） 20,000

要約筆記サークルおきあがりこぼし 学習研修活動（学習会） 10,000

傾聴ボラきくきく 学習研修活動（学習会） 30,000

賛助会大町グループ 地域貢献活動（福祉施設交流等） 12,000

アルプスリンゴーズ 地域貢献活動（福祉施設交流等） 50,000

ファミリーサポートバンビ 学習研修活動（子ども向け調理実習等） 45,000

ゆずり葉の会 地域貢献活動（高齢者交流会） 50,000

大町山岳博物館友の会 

ボランティアサークル 
学習研修活動（ガイド研修会等） 50,000

オルカの輪 学習研修活動（障がい支援） 29,000

おはなしの会「やしろ」 学習研修活動（学習会） 50,000

合 計（16団体） 511,200

 

【評価と展望】 

○ 共同募金の「公募を考えるワーキンググループ」での検討により、次年度からの新規事業

として、公募配分事業がスタートする。 

○ 共同募金財源の助成事業については、共同募金委員会が新設した公募配分事業で継続実施

となる。助成実績のある団体に加え、新たな団体にも活用しやすい配分事業となり、地域

福祉を担う地域団体の育成がより活性化することを期待する。 

○ 地域貢献活動や学習研修活動にボランティア活動団体助成金を交付することにより、ボラ

ンティア活動の定着化と活動支援を図った。 

○ 今後も活用しやすい助成金制度について検討し、活動団体の育成を図っていく。 

 

平成 28 年度 福祉啓発標語 優秀作品 

ボランティア 地いきのために がんばろう 

（大町西小学校４年 二木鉄平さん） 
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